


























































































































































「ラテンアメリカ・カリブ記憶の場ネットワーク」（Red de Sitios de Memoria Latinoamericanos y 
Cariños、以下 RESLAC）が立ち上げられ、アルゼンチンの人権NGO「メモリア・アビエルタ」
がコーディネータ役を務めている。RESLACはニューヨークに本拠地を構える国際組織「国際良


























的テロリズムの記憶の場」（Sitios de Memoria del Terrorismo de Estado） として「保全、標示、普














軍技術学校（Escuela de Mecánica de la Armada略称ESMA）である。強制失踪をはじめとする
抑圧システムの文字通り要として機能したことから、軍政下での人権侵害のシンボルとされてき
たが、現在では、人権啓発活動の拠点として複数の人権機関・組織が管理・運営する「記憶・人
権空間」（Espacio para la Memoria y para la Promoción y Defensa de los Derechos Humanos略称











が、1976 年に始まった軍事政権下では、ESMAの敷地の最北部にある「将校クラブ」（Casino de 
oficiales）が失踪者の秘密収容所として用いられた。現在、「将校クラブ」の建物は、「記憶・人権
空間」のなかで最もポピュラーな場所、「ESMA記憶の場ミュージアム」（Museo Sitio de Memoria 
ESMA、以下「ESMAミュージアム」）になっている 11。
　軍政当時、「将校クラブ」の地下と 4 階では多くの失踪者が監禁・拷問されていたが、同じ建













































































されただけでなく、そこに収められた人権侵害の生々しい被害の描写は、80 年代後半から 90 年
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可能にしている。
　見学者は、ミュージアムに入るとまず最初に暗幕に覆われた暗い広間に導かれ、前面の壁一面




　映画の前半では、 ペロン、 カストロ、チェ・ゲバラ、 アジェンデ等々の登場と、 熱狂する労働者
や大衆の映像が重ねられ、 変革と革命の時代が象徴的に描き出されている。中盤では、 軍部による
弾圧や翼賛的なメディア報道、 軍に協力的なカトリック教会など、変革勢力を抑え込む社会勢力


































































な生産機能を担ってしまうのである ［LaCapra 2001: 25］。
 3 記憶の場 （sitios de memoria） という言葉は、フランスの歴史学者ピエール・ノラが提唱した
記憶の場 （lieux de mémoire） を想起させる。ノラの 「記憶の場」 は、記念碑やメモリアル、記
念日、街路の名前など、多様な「集合的記憶を表象する場」の分析を通じて、「フランス的
国民意識のあり方」の探究を目指したものである。1984 年から 8 年の年月をかけて、120 名





























なされ、一定の成果をあげている［Palacios 2010, Del Valle Orellana 2018, Montaño 2018］。








グアイ政治において失踪者が政治的に不可視化されたことと ［内田 2002: 53-58］、記憶の場
の設置運動の不活発は関連しているのではなかろうか。軍政下で秘密収容所として使用され
た施設 （元国防情報局） が「記憶の場」として公的に認定され、ミュージアムとして改装さ































senalizacion_difusion_sitios.htm?5 （閲覧日 2018 年 11 月 30 日）
10 「記憶空間」 の数や場所、名前、管理・運営主体についてはアルゼンチン政府のサイトに詳し
い。https://www.argentina.gob.ar/sitiosdememoria/espacios （閲覧日 2018 年 11 月 30 日）









めの奉仕」（Servicio Paz y Justicia） は、裁判のための貴重な証拠がミュージアム化の過程で失
われてしまうことに対する懸念を示したほか、「アルゼンチン人権連盟」（Liga Argentina por 




人気番付では、ミュージアムを含む「記憶・人権空間」 は、2019 年 1 月 10 日の段階で、ブ
エノスアイレス市の観光スポットのランキング 809 件中 33 位 （ミュージアムに限ると 158 件
中 10 位、括弧内以下同様） で、40 位には同じく人権侵害の被害者を追悼する記憶公園がラ















ンティアゴ郊外の「ビジャ・グリマルディ平和公園」（Parque por la Paz Villa Grimaldi）やサ
ンティアゴ市内の「ロンドレス 38」（Londres 38）などがある。しかし、いずれもミュージア
ムという形態をとっているわけではない点でアルゼンチンとは異なる。なお本論のチリの記
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Política de rememoración en tiempo de memoria:
Sitio de Memoria y Museo de Memoria en Argentina
Midori Hayashi
 Desde mediados de la década del noventa, se ha dado un proceso de marcación social de los 
lugares donde operaron centros de reclusión, tortura y desaparición, o donde ocurrieron acciones 
de resistencia al terrorismo de Estado en Argentina. Se han refuncionalizado aquellos espacios 
como instrumento de aprendizaje para el desarrollo de la educación en derechos humanos. Se 
han consolidado políticas públicas de sitios de memoria, lo cual ha resultado en la creación del 
museo de memoria en la anterior Escuela Mecánica de la Armada (ESMA), el ex-centro clandestino 
de detención, tortura y exterminio más grande del país. Este trabajo examina los procesos de 
rememoración social de violación de derechos humanos durante la última dictadura militar, y explora 
la construcción del discurso político-social acerca de la memoria, unívoco sin fractura, a través del 
análisis discursivo de los derechos humanos, a la vez que examinar la composición de exposiciones 
museológicas del Museo de la Memoria ex-ESMA.
